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時的変化を計測し、stem形状による違いを検討した。
【対象】使用機種はBiomet社製、近位1／4ポーラス、
遠位テーパーのBimetric　stem（以下B群）とStryker
社製、近位約1／3ポーラス、HAコーティング、遠位
部が円筒形トリスリットのSecur－Fit　plus　stem（以下
S群）であった。症例はB群28例31股、S群24例26
股で、手術時年齢はB群平均62．7歳、S群平均64．0
歳、術後経過観察期間はB群平均4年4ヶ月、S群平均
2年10ヶ月であった。
【方法】臨床成績はJOAscoreを使用し、骨密度は
Gruenらに準じ7zoneに分け、術後1ヶ月以内、6ヶ月、
1年、1年6ヶ月、2年、以後は年1回、経時的に測定
した。術後1ヶ月以内の値を基準とし、その比（以下
BMD比）を調べた。またX線学的には正面像にて
100seningの有無、　stem周囲の変化を調べ対比した。
【結果】Loosening例はなく、JOAscoreはB群術前
49．0点が最終観察時91．0点に、S群術前42．0点が88．0
点に改善した。Stem先端の髄空占拠率はB群平均
85％、S群平均91．1％であった。　BMD比は、　B群でど
のzoneも術後6ヶ月で低下し、その後改善した。　zone
7でも6ヶ月で83．9％と低いが1年で90．2％とやや改
善しそのまま推移した。その他zone　2．3．4．6も1年で改
善しその後は同程度で推移した。S群ではzone　5を除
き術後低下し、zone　1では術後6ヶ幾時平均93．2％、1
年置91．5％、その後も徐々に低下し、zone　7でもは術
後6ヶ月時平均86．9％、2年で83．9％とかなり低下し
た。その他zone　2．6も徐々に低下したが、　zone　3．5で
は徐々に増加傾向で100％以上もあった。
【まとめ】B群は術後早期は骨密度は低下するが、1
年で改善を認め、遠位がテーパーで細いためか近位で
しっかり固定されておりstress　shieldingはほとんどな
かった。しかしS群では近位の骨密度は経年的に低下
し、stress　shieldingを思わせる所見であった。これは遠
位部が円筒形トリスリットでかつできるだけ太い
stemを挿入したため遠位で固定された為ではないか
と思われた。
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【目的】脊柱靱帯骨化とインスリン抵抗性及び肥満
症候群の関連が近年報告されており、レプチン抵抗性
と耐糖能異常を来すfa／faRatの脊柱靱帯細胞におけ
るインスリン・IGF－1シグナル関与を検討した。
【方法】実験動物は（1）fa／faRat（ZFR群）、（2）
MonosodiumGlutamete処置Fa／FaRat（MSG群）
（3）Fa／FaRat（Control群）月齢6～8ヶ月雄個体各
10匹使用した。全麻後開胸し採血を施行。空腹時血糖、
インスリン、IGF－1、レプチン値を測定。　Th　l～6高位
胸椎を摘出。パラフィン薄切切片を作製、1｛E、TB、
EVG染色、インスリン受容体、　IGF－1受容体、　IRS（イ
ンスリン受容体蛋白基質）1と2についてLsAB法で
免疫組織染色を行い陽性細胞数、陽性細胞面積率を
NIHImageで検討した。
【結果】ZFR群、　MSG群は共に6ヶ月齢以降高レプ
チン血症、高インスリン血症を呈した。組織学的染色
ではZFR群において軟骨終板の膨隆、靱帯付着部に
おける軟骨様細胞数増加を伴う線維輪破綻と線維軟
骨増生が有意に見られた。インスリン・IGF－1受容体
陽性細胞はZFR群、　MSG群での有意な増加を認めた
が、IRS－1陽性細胞はZFR群の軟骨終板、　Enthesis部
に有意な増加を認めたが、IRS－2陽性細胞はMSG群
とControl群に比較し軽度減少を認めた。
【考察】　レプチン抵抗性Ratの脊柱靱帯細胞におけ
るインスリン・IGF－1シグナルの検討を行った。軟骨
様細胞増生部にはIRS－1陽性細胞の増加を認めるが
IRS？2陽1生細胞の増加は認めず、主にIRS－1を介する
細胞増殖シグナルの三二が示唆された。
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